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1995 年に行われた［よこすか］によるヤップ海溝北部の海底地形調査(Y95-06 航海）に

おいて，これまで知られていた海溝最深部（8°25'N, 137°56'Eの地点で8,650 m ）よりも深

い海溝深部がみっかった。最深部の位置及び水深値の確認のため, 1996 年の「よこすか」

Y96-12 航海において，再び海溝最深部を訪れ海底地形を調査した。その結果，ヤップ海溝最

深部最深点は10 °29.957'N, 138°40.987'Eの位置にあり，その水深値は8,946 m であることが

わかった。
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Discovery  of the deepest deep in the Yap  Trench
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We  have  surveyed  by  swath  bathymetric  survey  the whole-length  of the Yap  Trench,

western  Pacific. As  the  result,
 we  discovered  the  deepest  point

 of the Yap  Tiench  at

10° 29.956'N, 138" 40.987'E. The  depth is 8,946 m  which is about 300 m  deeper than the known

deepest  depth  8,650 m  at 8°25'N, 137 °56'E.

The  swath  surveys  around  the deepest depth  were  conducted  aboard the R/V  Yokosuka

during  the submersible  "Shinkai  6500"  dive
 programs  operated

 by the Japan  Marine  Science

and  Technology  Center  in 1995  and 1996  (Cruise ID; Y95-06,  Y96-12).  The  bathymetric  data

were  collected by
 using the HS-10  multi narrow  beam  echo  sounder  suiveying

 system. The

positioning
 of the ship was  determined  by GPS.  WGS-84  geographical

 coordinates were  used

throughout  the
 surveys. We  discovered the location of the deepest point

 in 1995, and we revisit

ed  the deepest  point to
 confirm  the depth  in 1996. The  maximum  water

 depth  was  8,946 m

measured  by the center beam.
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１． は じ め に

日本 の約3,000 km 南方に位置するヤップ海溝は，フ

ィリピン海プレートと太平洋プレート，そしてカロリン

プレートの境界に位置する総延長700 km の海溝である

(図1) 。マルチナロービームを用いたこの海溝の海底地

形調査は，海洋科学技術 センターの調査船｢ よこすか｣

や海上保安庁水路部 の測量船｢ 拓洋｣ によって行われ( 岩

淵ほか, 1990 ； 藤岡ほか, 1994 ； 西洋ほか, 1994 ； 藤
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岡ほか, 1996 ； 富士原ほか, 1996), 今日までの調査に

よ り ヤ ップ 海 溝 全 域(7 °OO'N～12° OO'N, 135°00'～

139°OO'E) の海溝部の未計測域がなくなり，詳細な海

底地形が明らかになった( 富士原ほか，本書)(図2 ，図

3)。その結果としてこれまで知られていた海溝最深部

より深い深部があることがわかった。これまで知られて

いた海溝最深部は理科年表(1997) によると8 ° 25'N,

137°56'Eの地点で8,650m であった。

図 １　 ヤ､ｙ ノ海溝 周辺 地 域の概 略図、皀|中･ﾉ)|儿1角は ヤ｡。ソ海 溝の陌T置をλ す

Fig. 1　Location ｍａｐ ｏｆ the Yap Trench. The ｂｏｘ shows the lo  cation ｏｌ the Yap T  rench
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図２　 ヤ,。ゾ海溝におけ る海底地形調査航跡図。赤い実線は「 よこすか亅Y96-12 航海の調査測線，青い実線はY95･-06 航海

の調査測線を示す

Fig. 2　Survey ship tracks around the Yap Trench･ The red lines show the tracks of the R/V "Yokosuka" Y96-･12 cruise, and

the blue lines show the tracks of Y95 06 cruise-
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Fig. 3

い 厂 ／･海溝の 海眤」也形|毟 等傑線間隔ぱ250m 。 力り・ぺ ヶ －４はOm （白 ，から9,0  00mG い　 までの 水深 を 示 す

Bathymetrie map of the Yap Trench. Ｔｈｅ ｃｏｎtｏｕr inter゙ ａ凵ｓ250m.The　depth s ｃａｌｅ rａｎｇｅs from ０ｍ （ｗhite3 to

9,000m fbl ｕ（リ。
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２．　海底地形調査の概要

海底地形調査は「よこすか」に装備されている古野電

気社製マルチナロービーム音響測深機HS-10 により行

われた（表1 ）。船の測位はGPS  (Global Positioning

System) により行った。測地系はWGS-84 を使用し

た。

ヤップ海溝北部，海溝最深部付近の調査測線を図４

に｡示す。1995 年に行われたY95-06 航海においては東

西方向で海溝軸にほぼ直交する測線をとった。測線間隔

は4nm  (7.4km) で，これにより8,000m 以深の海溝深

図 ４　 ヤ,ド ノ海 溝最 深部 付近 の 海底地 形 調 査航 跡 図。 赤い 実 線 はY96･12 航 海の 調査測 線 ，青い 実 線はY95-06 航海 の調 査測

線を 示す。 黄 色の 丸印は 「 しんか い6500 」 のが350 潜航 点 ，緑 色の 星印は 最深 部の位 置を 示 す

Fig.  4　Survey ship tracks around the deepest hole of the Yap Trench. The red lines show the tracks of the Y96-12 cruise, and

the blue lines show the tracks of the Y95  06 cruise. The yellow circle shows the dive site ｏｆ the "Shinkai 6500 ” 1§*350.

The green star indicates the deepest ponit.
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図 ５　 ヤ ，ノ海 溝最深 部 付近 の 海 底｣也形図ヽ 等深 線問隔 は250m 。 力=万 一７､ヶ 。 ，ﾚ
はOm{1 卵 か ら9,000m

げ０　まで の 水

深 を示 す｡ 白 色の 星印は 最深 部の位 置を示す

Fig. ５　Bathymetric map around the deepest hole the Ｙａｐ T rench･ The contour interval is 250m, The depth scale ｌ'ａｎｇｅｓ ll'o
 m

(jm( ゛'hitｅ囗:o 9･000m (blue  >. The ゙ hitｅ star indicates the deepest point.
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ヤップ海溝　 ＶＤデータ

毒350 DIVE　'96.11.12

図 ６　 水深計算に用い た音速プ ロフ
フイル。

音速は「しんかい6500 」の抑50 潜航点 （10°30.0'N, 138 °32.1'E) で観測され

たSTD  {塩分濃度，温度，水深）データを用い, Mackenzie  (1960) に基づいた式に より求めた

Fig. 6　Sound velocity profile used in the survey cruise Y96 12. The sound velocity was calculated by using the following equ-

ation based on Mackenzie (1960).  The salinity, temperature, and water depth were measured by the submersible

"Shinkai 6500 ” at the dive site if350 (10°30.0'N, 138°32.1'E)｡
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表１　音響 測深機HS-10 の仕様

Table １　Specification of the multi narrow beam echo sounder

HS-10.

部では約200% のマルチナロービームの被覆が得られて

いる。この調査によりこの海域の海底地形の概要が明ら

かになり，10 °30'N, 138°40'E付近に9,000m 近い海淵

があることがわかった( 富士原ほか, 1996)( 図5) 。最

大水深点は測線と測線のちょうど中間にあるらしいため，

1996 年のY96-12 航海において再び最深部を訪れ，海

溝軸に沿う測線，海溝軸に直交する測線，そして 厂しん

かい6500｣ の#350 調査潜航点に向か う途中の３回，最

深部の直上を通過し直下水深( セソタービームの水深)

を観測した。

最大水深の計算には，調査海域に最も近いが350潜航

点(10 °30.0'N, 138° 32.1'E : 位置については図４を 参

照) で｢ しんかい6500｣ により観測されたＳＴＤ( 塩分

濃度，温度，水深) デ ータを用い, Mackenzie  (1960)

に基づいた式により求めた海中音速を用いた( 表2 ，図

6)。

3. ま　と　め

1996 年に行われた 厂よこすか｣ によるヤップ海溝の

海底地形の調査によって，ヤップ海溝の海溝深部全域の

詳細な海底地形が明らかになった。その結果の１つと

して海溝最深点はこれまで知られていた位置とは別の，

10°29.957'N, 138° 40.987'E の地点にあ り，その水深値

は8,946m であることがわかった。
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